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研究要旨 

正確な NIH Stroke Scale 評価は、適切・安全な tPA 静注療法を脳卒中遠隔診療（telestroke）

で施行するための必須条件である。遠隔で NIHSS 評価を行う上で必要となる被支援側（Spoke

側）医療者用教育訓練ビデオを作製した。同教材を用いた NIHSS 評価で、有意に NIHSS 評

価時間短縮が短縮した。遠隔医療被支援型一次脳卒中センター（telePSC）における安全かつ

適切な tPA 静注療法の実施に有用と考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

NIH Stroke Scale（NIHSS）の評価は、tPA

静注並びに静注後の評価として必須である

が、遠隔医療支援下で tPA 静注を行う施設に

とって NIHSS 評価可能な医療者を常時配置

することは困難である。Telestroke 支援下に

NIHSS を評価するためには Spoke 側施設の

診察補助が必須で、あらかじめ最低限の手順

や技量を身に着けた補助者の配置が必要とな

る。このため我々はビデオ教材を作成し、その

教育効果を検証した。 

 

Ｂ．研究方法 

Telestroke 環境は、Hub 側に Group500 モ

デル 1080p HD（Plolycom 社）と Engle Eye 

IV 12 倍カメラモデルを，また Spoke 側には，

Real Presence Desktop (Plolycom 社)と HD 

Webcam C270（Logicool 社）を設置し，インタ

ーネット回線には B フレッツビジネスタイプ 

100 Mbps（ビジネスイーサ ワイド，NTT）を用

いて，双方向性高精細ビデオ会議システムに

よる通信環境のもと行った。Spoke 側に模擬患

者を置き，Spoke 補助のもと Hub 担当医がテ

レビ会議システムを介して NIHSS 評価を 2 回

行った．初回評価後に Spoke 補助者へビデオ

教材を用いた教育を行う群（n=8）と，行わない

群(n=7)に分け，2 回の NIHSS 評価時間を比

較した。Hub 側の医師は、いずれの評価時に

おいても NIHSS 評価法に則り，評価項目を順

番通りに決められた方法で指示を行って評価

した． 

 
（倫理面への配慮） 

 本研究は、生命倫理委員会の承認を得て行

った。 

 

Ｃ．研究結果 

ビデオ教育あり群では、ない群に比べ，

NIHSS 評価総時間は 88.5 秒短縮し，評価時

間に及ぼすビデオ教材教育の交互作用は有

意であった（p=0.042，ANOVA）。 

 

Ｄ．考察 
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tPA 静注療法を遠隔医療下で安全に遂行

するためには，支援側の専門医（Hub 担当医）

が遠隔地の患者の NIHSS を正確に評価でき

る環境が必須であるが，これには，機器や通

信の条件のみならず，被支援側の医療者の補

助が不可欠である。特に NIHSS の下位項目

である「視野」や「消去現象」などの項目は，

Spoke 側で対面診療する医療者の適切な診

察補助がない限り評価に多大な時間を要する

ことが多く， NIHSS 評価の診察補助技量が

要求される点である。  
米国においては telestroke の医療の質を管

理するため， telestroke に関わる医療者への
継続的なトレーニングプログラムの必要性が指
摘されており 13）、2011 年には Medicare＆
Medicaid Services により Spoke 施設に対する
資格認定が開始され、一部の州で実施されて
いる。 telePSC の 2020 年度認定が検討され
ている我が国においても，技術導入の促進や
医療の質を保持するために海外の指標も参考
として，教育システムを充実させる必要がある
と考えられる。 
 

Ｅ．結論 

Spoke 補助者へのビデオ教材教育は，

NIHSS 評価時間を短縮する効果がある。 
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